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購入いたします( TEL                                                                        )   

会員　　　非会員

〒530-0047　
大阪市北区西天満 5-9-5　谷山ビル 9Ｆ　
認定ＮＰＯ法人大阪精神医療人権センター

認定NPO法人大阪精神医療人権センターホームページで通信販売
をしています。

お名前

ご住所

人権センターの会員ですか？

お
申
込
み

インターネット

http://www.psy-jinken-osaka.org/
検索 大阪精神医療人権センター

ファックス又はＥメ―ル
以下の申込書をご利用ください。
（Ｅメールの場合は以下の内容を明記してお送り下さい。）

FAX ：０６－６３１３－００５８
advocacy@pearl .ocn.ne. jp 郵　便

特設販売ブース
講演会等で、販売ブースを設置しています。DVD、機関誌、
関連書籍等も販売しています。入会受付もいたします。

頒価 500 円

精神科病院に入院中の方のための
権利擁護の拡充に向けて
大阪精神医療人権センター３３周年記念

活 動 報 告書
A４サイズ　162 ページ

見本誌ダウンロード

頒価 送料注文冊数
1 ～ 9 冊  一冊 500 円 000 円
10 冊以上  一冊 400 円 000 円

1 回のご注文
につき何冊でも

１５０円

大阪精神医療人権センター３３周年記念

活 動 報 告書

精神科病院に入院中の方のための

権利擁護の拡充に向けて

大阪精神医療人権センターの活動が大切だと

考えているみなさまへ
〜いま、わたしたちができること〜

この報告書は、 日本の精神医療の現状を変えたいという思いから、

入院中の方の声をきき、 その思いの実現を目指しているたくさんの方々

に協力していただき、①日本の精神医療の現状、②なぜ、 権利擁護活

動が必要なのか、③権利擁護活動によって変わったこと、④当センター

の実際の活動内容等を紹介しています。

私たちは、 ３３年間、 活動を続けてきましたが、 それでも、 まだ変

わらない部分はたくさんあります。 資料編で人権センター事務局通信

（１９９０年、１９９１年） を掲載しましたが、これは、過去のことではなく、

現在でも、 同様の状況があることを知ってほしいと考えたからです。

一人でも多くのひとに、 日本の精神医療の現状や課題を知ってもら

うことができれば、 障害の有無にかかわらず、 誰もが安心して暮らせ

る社会を目指すことができるはずです。

そのためにも、 是非、 あなたの大切なひとに、 この１冊を渡して、

読んでもらってください。
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　私たちは、日本の閉鎖的な精神科医療を少しでも変え
ていくため、２０１７年度から、精神科病院へ入院中の
方への個別相談活動（手紙、電話及び面会）を拡充させ
るための基盤整備事業（日本財団助成事業）を開始し、
以下の検討チーム及び権利擁護システム研究会を立ち上
げました。

①　個別相談拡充に向けた検討チーム
権利擁護の一環としての個別相談活動の役割や内容

を整理するとともに、個別相談スタッフの養成に向け
た教材作成と養成講座を実施する。

②　権利擁護システム研究会
強制入院制度の抜本的見直しと権利擁護システム制

度を構築するための理論的考察を行い、その実践に向
けた中長期計画を立案し、具体的な方法論を検討する。

　
ところで、厚生労働省は２０１７年 8月、２０１８（平

成３０）年度精神・障害保健課概算要求において、「相談
支援事業所に所属する相談支援員（アドボケーター）が
非同意入院患者のいる病院を訪問し、退院に向けた意思

決定支援や退院請求などの入院者が持つ権利行使の援助
等を行う」ことを内容とする「意思決定支援等を行う者
に対する研修」を実施するとして、新規事業（１４００
万円）を要求することを発表しました。
　しかし、上記事業にいう「アドボケーター」は、私た
ちの考える権利擁護制度とは質的に異なる日本精神科病
院協会の「アドボケーターガイドライン」を前提とする
ものと考えられました。私たちは、２０１７年１１月、
日本精神科病院協会による「アドボケーターガイドライ
ン」に反対するとともに、人権侵害の温床となっている
精神科病院の現状において、本来求められるべき権利擁
護システムは、精神科病院から独立した第三者が入院中
の人々の立場に立って、人権侵害に対する救済を目的と
するものでなければならないことを内容とする意見書を
公表しました。
この意見書の内容をより多くの人に知ってもらい、こ

れを実現していくため、私たちは、２０１８年２月７日
（水）、参議院議員会館（in 東京）において、院内シンポ
ジウム「精神科病院に入院中の人々のための権利擁護の
実現に向けて」を開催しました。

２０１７年１１月に大阪精神医療人権センターの記念講演会でリレートーク
に参加し、その際に、精神科病院に入院中の方のための権利擁護システムの構
築に向けての意見書が採択された。本当に良かったと思った。私は、病棟転換
型居住系施設の問題、精神保健福祉法改正の問題、身体拘束の問題について積
極的に取り組んできたが、日本精神科病院協会によるアドボケーターガイドラ
インの問題点まで、十分に目を向けることができていなかった。その意味で大
阪精神医療人権センターの皆さんには心から感謝申し上げる。
このガイドラインをみると、入院中の方から聞き取った内容を病院に報告す

るとなっている。そのようなかたちで「権利擁護」ができるわけない。精神科病
院が主体となって策定されたガイドラインが権利擁護になるとは到底思えない。
医療観察病棟で、３カ月間拘束が続いているという相談があった。私たちが

病院に電話すると身体拘束が解除される時間が増え、また、私たちが病院に行
くと増えた。漫然と身体拘束を実施している実態が浮かび上がった。病院の立
場でない者による、本人のための権利擁護活動の必要性が高いと痛感する。
本日のシンポジウムでは、本来求められるべき、また、あるべき権利擁護を

実現するための出発点になればと思っている。

院内シンポジウムの当日は、

長谷川利夫さん
（杏林大学教授・大阪精神医療人権センター賛同者）
の開会挨拶で始まりました。

■　開会挨拶

■　なぜ、院内シンポジウムを開催したのか。

精神科病院に入院中の人々のための権利擁護の実現に向けて
～日精協によるアドボケーターガイドラインはあかん！！！～                        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　院 内

集 会

□□
□□

議員会館
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人権センターニュース１４２号(２０１８年８月)より

医療保護入院を経験して

～医療保護入院制度の廃止を求めます～

投稿者　Ｋ M さん■ １　不当な入院に至る経緯
私は子供の頃から、両親と姉に虐待され続けてきました。 

平成２４年１月に、主人が自殺した事の精神的身体的負

担で、思考に問題はありませんでしたが、言葉がゆっくり

にしか話せなくなってしまいました。 

そこで姉に精神科に連れて行かれ、理由が示される事な

く即入院となりました。しかもいきなり鍵付きの個室（保

護室）に入れられました。

そのような状況で主人のお葬式に行く事も許されず そ

の後も何ら説明がないまま24時間点滴で意識朦朧にされ、

私の意思も自由も奪われました。

点滴が抜けた後は、身体 5点拘束され身動きひとつで

きず、トイレもさせて貰えず侮辱的な扱いをされ、褥瘡が

できる程、自由を奪われました。
■ ２　入院中の出来事
身体拘束が解除後も入院中は携帯電話を姉に取り上げら

れ、治療方針によって病棟の公衆電話から姉以外には電話

を禁じられ 外部との連絡手段を一切奪われました。

都道府県知事への処遇改善請求や退院請求の権利があっ

たにもかかわらず 都道府県知事への電話でさえ、私が姉

以外に電話をかけるのは危険だからという不合理な理由で

妨害され、同制度は、何ら機能を果たしていないと感じま

した。
入院者の人権を守るための権利でさえも、「治療方針」

の名のもとに奪うとは、精神科医療の濫用です。

また、入院時は思考能力には問題なく、 一時的に言葉が

ゆっくりになっただけでしたが、入院中の 24時間点滴や

説明が無いまま大量の薬を強制的に飲まされ薬漬けにされ

たことで、幻聴幻覚も出現しすっかり思考能力も判断力も

奪われ 字も書けなくなって歩行困難にもなりました。

この状態は明らかに入院時より悪化しました。

■ ３　医療保護入院の問題点
医療保護入院では治療方針が精神科医と家族によって決

められてしまい、そこに入院者本人の意思や希望は何も聞

き入れられません。
ですから、仮に、悪意のある家族（保護者）が精神医療

を使ってしまえば、犯罪行為でもなんでもやりたい放題に

なってしまうことが可能となります。このことは、私の身

に実際に起きたことで、精神科医療の実態です。

また 不当な身体拘束に対して納得できず、抵抗すれば

「病識がない」、「治療を拒否した」、「感情コントロールが

出来ない」などとされ、さらに拘束がきつくなってしまう

という理不尽な状況でした。私は、看護師と助産師の資格

を有していますが、人権侵害であり、治療をするための病

院ではなく、収容所であると感じました。

本来、心の安心・安全をもたらすべき精神医療が、実は、

「不安と恐怖で人を支配する場」だと思いました。 

身体拘束以外の場面でも、人間としての扱いは受けず、

精神科病院の医療とは程遠い人権無視の状況は、一人の人

間の尊厳に関わる問題であり決して許されるものではあり

ません。
にもかかわらずこの様な精神科医療が「医療だから…」

ということで放置されています。また、「保護者」（家族）

が必ずしも入院者の利益を考えて居るわけではありませ

ん。私は、入院中に家族に 2500 万円を盗まれ、車を勝手

に売却され、生命保険も不当に契約されてしまいました。

家族が医療保護入院を悪用すれば、「入院という名の下

の監禁」ができてしまい、犯罪に悪用できてしまう制度と

は、社会的にも大問題だと思います。 

退院後も大量の薬で薬漬けにされていて 自分では何も

問題対処出来ず また思考能力・判断力・体力も落ちており、

仕事にも就けず将来への不安も大きく 人生滅茶苦茶で絶

望的になり、何度も死にたくなる日々でした。
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日精協（日本精神科病院協会）の「アドボケーター

ガイドライン」は、どこが問題なのか、さっそく中身

に入ってお話をしていきます。

前回の法改正からの宿題

この問題は、いきさつを理解する必要があります。

まず、とらえないといけないのは、前回の精神保健福

祉法の改正です。平成２５年＝２０１３年６月の法改

正。このときのメインテーマは医療保護入院の手続き

でした。保護者制度をいちおう廃止するとともに、医

療保護入院患者への退院支援を導入する。これが行わ

れました。

けれども、このときの法改正に向け、厚労省が有識

者や関係者をメンバーにして設けた検討チームは、患

者の権利擁護のために、入院した人が自分の気持ちを

代弁する人を選べることにする、そういう仕組みを導

入しよう、という意見をまとめていました（平成２４

年６月２９日、新たな地域精神保健医療体制の構築に

向けた検討チーム第３ラウンド報告書）。

ところが厚労省は、その仕組みを入れませんでした。

代弁者という制度は入れずに、保護者の代わりに家族

等の同意にした。元とあんまり変わらない仕組みを残

したんですね。代弁者とか権利擁護の仕組み、この必

要性は言われていたけど、積み残しにされました。だ

から衆議院、参議院の厚生労働委員会は附帯決議の中

で、権利擁護の仕組みを早急に検討するように、とい

う注文をつけました。そういう仕組み作りが宿題になっ

ていたわけです。

二つの研究事業

宿題をほったらかしているわけにはいかないという

ことで、厚生労働省は研究事業をやります。行われた

研究事業が二つあります。平成２５年度と２６年度は、

一般社団法人支援の三角点設置研究会という団体が、

意思決定支援について検討し、「精神障害者の意思決定

及び意思の表明に関する支援マニュアル」、これをこし

らえた。２７年度には、今度は日本精神科病院協会が、

アドボケーターのモデル事業をやり、アドボケーター

のガイドラインをこしらえた。

二つの研究事業は主体が違うので別々のように見え

ますけど、実はつながっています。どちらも中心になっ

たのは精神保健福祉士の岩上洋一さんという方です。

平成２５年＝２０１３年の秋に病棟転換型の居住系施

設という案を言い出した人でもあります（この案は、

精神障害の当事者や福祉関係団体から反対運動が起き、

実質的に頓挫した）。だから、二つの研究事業は連動し

ているわけで、これからの話でも一連のものとして扱

います。

地域生活支援事業として行うことに

さらに２０１７年２月８日に「これからの精神保健

医療福祉のあり方に関する検討会」が報告書をまとめ

ています。この報告書に「意思決定支援等の権利擁護を、

障害者総合支援法に基づく地域生活支援事業に位置づ

けることが適当」と書かれました。これはどういう意

味を持つかというと、さしあたり、権利擁護を精神保

基調講演② 
日精協 「アドボケーターガイドライン」は、
どこが問題なのか

大阪精神医療人権センター権利擁護システム研究会

原　昌平
( 読売新聞大阪本社編集委員  精神保健福祉士 )
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精神科病院に入院中の方のための

権利擁護の拡充に向けて

見本誌ダウンロード

頒価 送料注文冊数
1 ～ 9 冊  一冊 500 円 000 円
10 冊以上  一冊 400 円 000 円

1 回のご注文
につき何冊でも

１５０円

【第１部】
２０１８年２月７日　院内シンポジウム「精神科病院に入院中
の人々のための権利擁護の実現に向けて」開催報告

■なぜ院内シンポジウムを開催したのか・開会挨拶／杏林大学
教授・大阪精神医療人権センター賛同者　長谷川　利夫
■基調講演①大阪精神医療人権センターによる権利擁護活動を
全国へ／大阪精神医療人権センター共同代表・弁護士　位田
■基調講演②日精協 「アドボケーターガイドライン」は、どこが
問題なのか／読売新聞大阪本社編集委員・精神保健福祉士大
阪精神医療人権センター権利擁護システム研究会　原　昌平
■リレートーク／入院経験者Mさん・全国精神障害者地域生活
支援協議会　小佐野　啓・弁護士　山田　恵太
■フロア発言／ＤＰＩ日本会議　上薗　和隆・大阪府精神障害
者家族連合会　倉町　公之・日本精神神経科診療所協会　大
久保　圭策・全国「精神病」者集団　桐原　尚之
■閉会挨拶／大阪精神医療人権センター副代表　山本　深雪　
■院内シンポジウムに参加して／埼玉県精神医療人権センター
　代表　星丘　匡史
■厚生労働省との意見交換～精神科病院に入院中の方のための
権利擁護システムの構築に向けて～
■院内シンポジウムを終えて／大阪精神医療人権センター事務
局長　上坂　紗絵子
■院内シンポジウムの参加者からの感想

【第２部】
精神科病院に入院中の方のための権利擁護活動の拡充に向けて
の意見交換会（九州弁護士会連合会、大阪弁護士会ひまわり精
神保健部会、大阪精神医療人権センター共催）

■意見交換会の内容／甲南女子大学・大阪精神医療人権センター
個別相談ボランティア　大西　香代子
■報告　大阪弁護士会の精神保健業務の現状と今後の展望／大
阪弁護士会ひまわり精神保健部会　守田　恵
■大阪弁護士会ひまわり精神保健部会の活動状況／大阪弁護士
会ひまわり精神保健部会担当　副委員長　本田　建二・細井
　大輔
■大阪精神医療人権センターの参加者から／地域生活支援セン
ターすいすい・大阪精神医療人権センター権利擁護システム
研究会メンバー　芦田　邦子／大阪精神医療人権センター療
養環境サポーター　近島　勇／大阪精神医療人権センター個
別相談ボランティア　大倉　弘子
■報告　九州弁護士会連合会から
■九弁連（九州弁護士会連合会）管内の精神保健当番弁護士制
度の実施状況表
■大阪精神医療人権センターと九弁連の交流促進を願って／九
弁連精神保健に関する連絡協議会委員長　野林　信行（福岡
県弁護士会所属）
■佐賀県弁護士会と精神保健当番弁護士制度／佐賀県弁護士会
所属　安藤　明彦
■長崎県弁護士会と精神保健当番弁護士制度／長崎県弁護士会
所属　佐田　英二
■大分県弁護士会と精神保健当番弁護士制度／大分県弁護士会
所属　濱本　高史
■熊本県弁護士会と精神保健当番弁護士制度／熊本県弁護士会
所属　田中　秀基
■宮崎県弁護士会と精神保健当番弁護士制度／宮崎県弁護士会
所属　橘　潤
■鹿児島県弁護士会と精神保健当番弁護士制度／鹿児島県弁護
士会所属　林　宏嗣
■沖縄弁護士会と精神保健当番弁護士制度／沖縄弁護士会所属
　仲地　宗哲
■福岡県弁護士会と精神保健当番弁護士制度／福岡県弁護士会
所属　鬼塚　恒
■福岡県弁護士会精神保健当番弁護士活動について／福岡県弁
護士会精神保健委員会初代委員長（現委員）川副　正敏／福
岡県弁護士会精神保健委員会委員長（現委員）　鐘ヶ江　聖一
／人権センターニュース１３８号（２０１７年１２月）より
■福岡県弁護士会の精神保健当番弁護士制度の視察から学んだ
こと／大阪精神医療人権センター運営会員・弁護士　東　奈
央／人権センターニュース１３７号（２０１７年１０月）よ
り
■大阪弁護士会「ひまわり」の活動と権利擁護／大阪弁護士会
高齢者・障害者総合支援センター運営委員会委員長　中西　
基／人権センターニュース１３６号（２０１７年８月）より

【第３部】
入院経験者の声をきく

■インタビュー精神科病院に入院して～希望を
失いそうになったこと・勇気を持ちなおせた
こと～／人権センターニュース１３６号（２
０１７年８月）より
■入院者の声～日本の精神医療の現状、医療保
護入院～／人権センターニュース１４１号（２
０１８年６月）より　
■実際の被害から医療保護入院を考える／人権
センターニュース１４２号（２０１８年８月）
より
■医療保護入院を経験して／人権センター
ニュース１４２号（２０１８年８月）より

【第４部】
入院中の方の権利擁護事業の拡充に向けて

■個別相談活動（電話相談・面会）報告／人権
センターニュース１３７号（２０１７年１０
月）より
■個別相談ボランティア養成講座の概要／人権
センターニュース１３７号（２０１７年１０
月）より
■足跡を残す活動としての面会活動／人権セン
ターニュース１３９号（２０１８年２月）よ
り
■２０１７年度　個別相談　検討チームメン
バーの声／人権センターニュース１４０号（２
０１８年４月）より
■入院中の方のための個別相談活動の実施状況
／人権センターニュース１４１号（２０１８
年６月）より

【資料編】

① 意見具申「精神病院内における人権尊重を基
本とした適正な医療と処遇の向上について」( 大
阪府精神保健福祉審議会 )
② 入院中の精神障害者の権利に関する宣言
③ 意見書～精神科病院に入院中の人々のための
権利擁護システムの構築を求め、日本精神科病
院協会によるアドボケーターガイドラインに反
対する～（大阪精神医療人権センター）≪意見書
の概要≫
④ 意見書～精神科病院に入院中の人々のための
権利擁護システムの構築を求め、日本精神科病
院協会によるアドボケーターガイドラインに反
対する～（大阪精神医療人権センター）
⑤ 精神科アドボケイトの活動指針案（大阪精神
医療人権センター）
⑥ 精神科アドボケイトの事業モデル案（大阪精
神医療人権センター）
⑦人権センターニュースバックナンバー（大阪
精神医療人権センター）
・人権センター事務局通信　No. １（１９９
０年１２月２２日）
・人権センター事務局通信　No. ２（１９９
１年２月４日）
・人権センターニュース１１号 ( １９９４年
１０月 ) 
・人権センターニュース１２号 ( １９９４年
１２月 )

＊著者等の肩書については、各企画での発言時
や原稿執筆時のものです。


